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(天
正
十

一
年

・
一
五
八
三
)
～

(明
暦
三
年

・
一
六
五
七
)
、
名
は

忠
。
僧
号
道
春
、
は
江
戸
初
期

の
高
名
な
儒
学
者
と
し
て
知
ら
れ
、
藤
原
怪
窩
の

門
下
生
で
朱
子
学
を
学
び
、
家
康

・
秀
忠

・
家
光

・
家
綱
の
侍
講
と
し
て
仕
え
、

昌
平
讐
の
創
設
者
で
も
あ

っ
た
。
著
作
は
経
書
関
係
を
中
心
と
す
る
が
、
史

・
子

・

集
の
分
野
等
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
の
読
書
は
実
に
広
領
域
で
あ
り
、
哲
学
関
係
で

は
経
学
以
外
に

「老
荘
」
ま
た
仏
教
、
史
書
で
は

『
史
記
』
『
漢
書
』
等
、
文
学

関
係
で
は

『楚
辞
』
『
文
選
』、
『三
体
詩
』
『
古
文
真
宝
』
や
個
人
の
別
集
に
も
及

ん
で
お
り
、
唐
で
は

「
李

・
杜

・
韓

・
白
」
、
宋

で
は
蘇
東
披

・
黄
山
谷
等
の
詩

文
を
読
破
し
て
い
た
こ
と
を

『
羅
山
文
集
」
に
よ

っ
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
な
か
で
、
唐

の
白
居
易
に
関
係
の
あ
る

「文
」
を
挙
げ
れ
ば
、
「
白
氏
文

集
践
」、
「題
琵
琶
行
後
」
「題
長
恨
歌
後
」
等
、
「
随
筆
」
等
が
あ
り
、
羅
山
の
読

書
歴
が
分
か
る
。

「白
氏
文
集
践
」
に
よ
れ
ば
、
那
波
道
円
か
ら

『
白
氏
文
集
」
を
寄
贈
さ
れ
朱

で
句
読
を
施
し
た
と
い
う

(七
十

一
巻

・
三
十
冊
本
)。
元
和
四
年

(
一
六

一
八
)

七
月
二
十

一
日
～
八
月
八
日
ま
で
の
十
八
日
ほ
ど
で
、
朱
で
句
読
点
を
附
け
終
わ

る
す
な
わ
ち
読
み
終
わ

っ
て
い
る
。
「少
年
よ
り
老
大
に
至
る
ま
で
、
読
書
敏
捷
、

毎
毎
此
の
如
し
、
準
じ
て
之
を
知
る
べ
し
」
と
評
さ
れ
て
お
り
、
速
読
に
は
定
評

が
あ

っ
た
。
当
時
羅
山
の
手
許
に
は
自
筆

の
書
写
本

一
通
を
お
い
て
い
た
が
何
本

で
あ

っ
た
か
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

白
居
易
の
作
品
の
中

で
、
「
長
恨
歌
」

と

「
琵
琶
行
」

に
関
し
て
は

「
題
長
恨

歌
後
」
「題
琵
琶
行
後
」

の
文
が
別
に

「
題
践
」
項
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、

こ

の
両
作
品
に
関
し
て
は
別
の

『
歌
行
露
雪
』
と
い
う
著
作
が
あ
る
。

こ
の

『
歌
行

露
雪
』
は

『羅
山
文
集
』
に
は
収
録
さ
れ

て
い
な
い
。

こ
の
書
に
は
、
「題
琵
琶

行
後
」
は
見
え
る
が

「
題
長
恨
歌
後
」
は
収
あ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の

理
由
は
分
か
ら
な
い
が
、
『
歌
行
露
雪
』

の

「長
恨
歌
」
の
末
尾
に
は
別
人

の
践

文
と
い
う
か
読
後
感
想
的
な

一
文
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

『
歌
行
露
雪
』
は
羅
山
自
筆

の

「長
恨
歌
」
「
琵
琶
行
」
の
注
釈
書
で
あ
る
。

え
い
ほ

よ
う
ゆ
う

そ
の

「長
恨
歌
」

の
部

の
最
後
に
、
英
甫
永
雄
の
自
筆
の
文
を
載
せ
る
。
永
雄
は

建
仁
寺
の
長
老

で
狂
歌

の
作
者
と
し
て
も
名
を
知
ら
れ
る
。
福
井
県

の
若
狭

の
生

ま
れ
で
、
京
都
の
建
仁
寺
十
如
院
の
僧
侶
と
な
り
、
後
に
住
持
と
な

っ
た
。
文
禄

三
年

(
一
五
九
四
)
に

一
時
期
南
禅
寺
に
出
住
し
た
が
、
三
年
ほ
ど
で
戻
り
慶
長

七
年

(
一
六
〇
二
)
に
没
す
る
ま
で
建
仁
寺
住
持
を
勤
め
た
。
狂
歌
以
外

に
漢
詩

文
の
作
者
で
も
あ

っ
た
。

そ
の
文
に
よ
れ
ば
、
「
十
三
歳
で
こ
の
東
山
建
仁
寺
に
入
り
勉
学

に
努
め
た
。

今
年
の
冬

(文
禄
五
年

・
一
五
九
六
)
に
彼
が

一
冊
の
書
を
持

っ
て
来

て
見
せ
た

の
で
、
開
い
た
と

こ
ろ

「長
恨
歌
」
の
露
抄

で
あ

っ
た
。
「
こ
れ
は
誰
が
書
い
た

の
か
」
と
尋
ね
る
と
、
「
去
年
の
秋

に
和
尚
の
講
義

の
席
に
入

っ
て
聴
講
し
た
の

で
そ
れ
を
も
と
に
書
い
た
も
の
で
す
」
と
答
え
た
。
わ
た
し
が
熟
読
す
る
と
、
ま

る
で
玄
宗
に
会

っ
て
い
る
よ
う
で
っ
た
。
…
今
君
が
書
い
た
事
歴
等
は
わ
た
し
の

間
違

っ
た
説
な
ど
で
は
な
く
、
後
世
恐
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
十
四
歳

で
楊
貴
妃

一107一

 

林
羅
山

『歌
行
露
雪
」
考

(
一
)



林
羅
山

『歌
行
露
雪
』
考

(
一
)

の
伝
を
書
く
と
は
。
戯
れ
に
唐
詩

一
篇
を
詠
ん
で
褒
め
た
た
え
よ
う
、
と
言

っ
て
、

「年
少

の
揮
毫
馬
鬼
を
憐
れ
み
、
露
抄
雪
纂
最
も
奇
な
る
か
な
、
羨
み
て
看
る
子

学
び
て
他
力
を
作
す
を
、
長
恨
吾
れ
徒
だ
此

の
才
を
称
す
る
の
み
」
と
い
う
七
言

絶
句

一
首
を
作
り
、
「文
禄
五
年
、
十

一
月
の
日
、
前
の
南
禅
寺
の
永
雄
」
と
記

し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ

っ
て
、
羅
山
が
十
四
歳
の
時

に
書
い
た
も
の
で
あ
り
、
十
三
歳
の
時

に
京
都
五
山
の

一
つ
で
あ
る
建
仁
寺
に
入

っ
て
、
そ
の
年
の
秋
に
英
甫
永
雄
の
講

義
を
聴
講
し
そ
れ
を
も
と
に

『
歌
行
露
雪
』
を
著
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
㊧

仏
教
界
に
於
い
て
建
仁
寺
の
長
老
と
呼
ば
れ
漢
詩
文

・
狂
歌
の
作
者
と
し
て
す

で
に
名
を
成
し
て
い
た
永
雄
を
感
嘆
さ
せ
、
高
く
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

『歌
行
露
雪
』
は
羅
山
自
筆
で
あ
り
、
第
三
者
に
よ
る
評
価
も
高
い
。
か

つ
て

筆
者
は
こ
の
書
の
読
解
を
試
み
よ
う
と
し

て
、
最
初
の
稿
を
も
の
し
た
こ
と
が
あ

る
。
そ
の
内
容
は
実
に
詳
細
で
あ
り
、
経
学
者
の
羅
山
の
注
釈
法
は
典
拠
を
基
本

と
し
て
精
査
し
て
お
り
、
そ
の
考
証
は
緻
密

で
あ
る
。
「
長
恨
歌
」

の
研
究
史
で

は
稀
有
な
存
在

で
あ
り
、
恐
ら
く
中
国

で
は
こ
う
し
た
注
釈
法
は

「
長
恨
歌
」

「
琵
琶
行
」
の
よ
う
な
作
品
に
は
採
択
し
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

た
だ

『歌
行
露
雪
』
の
内
容
を
論
ず
る
前
に
、
こ
の
書
は
先
ず
翻
字
す
る
と
い

う
作
業
が
あ
る
。
文
章
は
、
漢
字

・
仮
名

(片
仮
名
)
ま
じ
り
の
文
、
漢
字
に
送

り
仮
名
を
附
し
た
文
、
頭
注
等
が
混
在
し

て
い
て
、
そ
の
形
式
は

一
律

で
は
な
い
。

ま
た
朱
に
よ
る
句
読
点
が
羅
山
に
よ
る
も

の
か
後
人
に
よ
る
も
の
か
等
、
先
に
解

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
山
積
し
て
い
る
。
最
初
の
稿
を
書
く
前
に
、
微

細
な
部
分
は
残
し
て
い
る
が

一
応
こ
れ
ら
の
諸
点
を
除
い
て
大
体
の
翻
字
の
作
業

を
終
え
て
い
た
。

本
稿
は
、
少
し
歩
を
進
あ
て

『歌
行
露
雪
』

の
内
容
を
紹
介
す
る
段
階

の
第

一

歩
と
し
た
い
。

歌
行
露
雪

粛
宗
皇
帝
、
名
は
亨
、
玄
宗

の
太
子
な
り
。
禄
山

の
乱
に
因
り
て
、
乃
ち
霊
武
に

即
位
し
、
其
の
後
克
く
西
京
に
復
し
て
、
旧
物
を
失
わ
ず
、
在
位
す
る
こ
と
七
年
、

寿
五
十
二
に
し
て
崩
ず
。

粛
宗
霊
武
に
即
位
し
、
玄
宗
を
尊
び
て
上
皇
と
日
い
、

至
徳
と
改
元
す
。
至
徳
二
年
十
二
月
、
上
皇
威
陽
に
至
る
、
上

法
駕
を
備
え
て
、

望
賢
宮
に
迎
う
。
上
皇
即
日
、
興
慶
宮
に
幸
し
、
遂
に
之
に
居
る
。
上

表
し
て

避
位
を
上
表
し
て
、
東
宮
に
還
る
。
上
皇
許
さ
ず
。

至
徳
は
、
粛
宗
即
位
の

年
な
り
。
至
徳
元
年
は
、
即
ち
天
宝
十
五
年
な
り
。
天
宝
十
五
年
正
月
、
禄
山
自

ら
大
燕
皇
帝
と
称
し
、
聖
武
と
改
元
す
。
聖
武
は
本
と
禄
山
の
年
号
な
り
。
粛
宗

之
を
用
い
ず
。

至
徳
二
載
、
丁
酉
春
正
月
、
安
禄
山
兵
を
起
こ
し
て
よ
り
以

来
、
目
漸
く
昏
く
、
是
に
至
り
て
、
復
た
物
を
観
ず
、
性
は
益
ま
す
躁
暴
、
巌
壮

と
安
慶
緒
と
謀
り
て
、
夜
闊
竪
の
李
楮
児
を
し
て
刀
を
納
れ
直
ち
に
帳
中
に
入
れ

し
め
て
、
禄
山
を
研
ら
し
む
。
腹
膓
流
血
し
て
、
遂
に
死
す
。
慶
緒
尋
い
で
即
位

す
。
黙
斎
陳
氏
曰
く
、
禄
山
臣
を
以
て
君
に
叛
き
、
慶
緒
は
即
ち
子
を
以
て
其
の
父
に

叛
く
。
天
道
好
還
、
宣
に
昭
ら
か
な
ら
ず
、
昭
然
万
世
の
戒
と
為
す
べ
き
哉
。

慶
緒
が
線
山
を
殺
す
。
時
に
、
粛
宗
、
内
々
に
入
洛
の
用
意
に
て
、
鳳
翔
ま
で

打
ち
出
で
て
禄
山
が
殺
さ
れ
た
こ
と
を
、
聴
い
た
と
あ
る
ぞ
。
そ
う
し
て
回
紡
王

淑
郭
子
儀
等
を
引
き

つ
れ
て
、
鳳
翔
を
発
し
て
、
長
安
に
至
り
て
、
賊
を
撃
ち
、

賊
を
切
り
く
づ
し
て
、
大
軍
西
京

(長
安
の
こ
と
な
り
)
に
入
る
。
そ
れ
か
ら
洛

陽
に
到
り
て
、
勝

っ
た
ほ
ど
に
、
慶
緒
が
た
ま
ら
い
て
保
鄭
と
云
う
所

へ
、
落
ち

て
い

っ
た
り
。
其
の
年
、
上
皇
蜀
郡
を
発
し
て
西
京
に
還
る
と
あ
り
。

至
徳

三
年
戊
戌
、
改
元
し
て
、
乾
元
元
年
、
郭
子
儀
を
指
し
向
け
て
、
安
慶
緒
を
討
た

さ
し
む
。

乾
元
二
年
、
史
思
明
兵
を
引
き
、
慶
緒
を
救
う
あ
れ
ど
も
、
慶
緒

の
兵
、
鄭
に
潰
ゆ
、
思
明
慶
緒
を
殺
し
、
萢
陽
に
還
り
、
鱈
号
し
て
価
ち
大
燕
皇

帝
と
号
す
。

乾
元
三
年
は
上
元
元
年
庚
子
な
り
、
あ
く
る
二
年
辛
丑
、
思
明

猜
忍
好
ん
で
群
下

の
小
を
殺
す
こ
と
意

の
如
し
。
動
も
す
れ
ば
族
に
至
る
も
人
を

謙
し
、
自
ら
其

の
部
将
駆
悦
を
保
た
ず
、
之
を
総
殺
す
、
朝
義
帝
位

に
即
く
。
朝

義
は
思
明
の
長
子
な
り
、
寵
無
く
小
子
朝
清
を
愛
し
て
常

に
朝
義
を
殺
し
て
之
を

立

て
ん
と
欲
す
、
故

に
是
の
謀
有
り
、
あ
く
る
年

の
宝
磨
元
年
九
月
に
即
く
に
朝
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義
を
討
ち
、

十
如
院
本

敵
の
根
き
り
を
さ
れ
た
ぞ
、
上
皇
も
此

の
年
崩
御
あ
る
ぞ
、

　
一 以
)上

 

長
恨
比
巴
の
抄
、
古
来
仮
名
抄
ば
か
り
に

て
、
粗
精

の
処
は
、
ゆ
き
た
ら
ず
、
是

の
故
に
、
世
人
未
だ
奥
議
を
知
ら
ざ
る
か
。
殊
更
、
和
歌
執
心
の
人
、
之
を
知
ら

ざ
る
べ
か
ら
ず
。
近
代
未
だ
唐
書
の
全
本

を
見
ず
、
故
に
委
細
の
事
、
誰
も
未
だ

詳
ら
か
な
る
を
知
ら
ず
。
伎
是
の
抜
華
を
、
引
き
会
わ
せ
て
、
之
に
注
す
る
も
の

な
り
。
遺
漏
必
ず
多
か
ら
ん
、
右
他
説
、

(二
)

長
恨
歌
琵
琶
引
は
、
高
辻
の
家
、
之
を
講
読
す
、
高
辻
は
、
菅
丞
相
の
末
流
な
り
、

(三
)

白
氏
文
集
、
巻
第
十
二
感
傷
の
部
に
あ
り

長
恨
歌

古
文
真
寳
前
集
、
第
八
巻
、
之
を
載
す
。

説
文
に
歌
は
詠
な
り
。
徐
曰
く
長
く
其

の
声
を
引
き
、
以
て
之
を
諦
す
る
な

り
。
釈
名
に
人
の
声
を
歌
と
日
う
。
何
な
り
。
声
を
以
て
吟
詠
す
。
草
木

の

何
葉
有
る
が
如
し
。
韻
会

詩
詳
玉
屑
巻
第

一
に
、
法
度
を
守
る
を
詩
と
日
う
。
始
末
を
載
せ
る
を
引
と

日
う
。
体
行
書
の
如
き
を
行
と
日
う
。
情
を
放
す
る
を
歌
と
日
い
、
之
を
兼

ぬ
る
を
歌
行
と
日
う
。
蟄
螢
悲
し
む
が
如
き
を
吟
と
日
う
。
僅
俗
に
通
ず
る

を
謳
と
日
う
。
委
曲
し
て
情
を
尽
く
す
を
曲
と
日
う
。

長
恨

の
解
、
詳

ら
か
に
は
末
句
に
見
ゆ
。

[頭
注
]歌
行
の
体
、
後
に
見
ゆ
。

(
一
)

唐
玄
宗
の
開
元
元
年
癸
丑
は
、
日
本
四
十

三
代
元
明
天
皇
の
和
銅
六
年
に
丁
た
る
、

天
宝
十
五
年
は
、
則
ち
粛
宗

の
至
徳
元
年
な
り
、
日
本
四
十
六
代
孝
謙
天
皇
の
天

平
勝
宝
八
年
に
丁
た
る
、

(
四
)

菅
丞
相
、
延
喜
三
年
癸
亥
、
春
二
月
廿
五
日
、
筑
前
安
楽
寺
に
莞
ず
、
此
の
年
五

代
哀
帝
の
天
祐
元
年
、
天
宝
十
五
年
と
相

い
去
る
こ
と
百
四
十
八
年
な
ら
ん
、(五
)

白
楽
天
と
云
う
能
に
、
日
本

へ
来
朝
す
る
由
、
見
え
た
り
、
何
の
伝
記
に
あ
り
と

も
未
だ
見
ざ
る
ぞ
、
い
つ
れ
も
蓬
莱
の
仙
人
の
内
の
、
化
者
と
は
見
え
た
ぞ
、
然

る
と
錐
も
、
白
が
詩
に
、
蓬
莱
は
吾
が
帰
処
に
は
あ
ら
ず
、
帰
ら
ぼ
、
都
率
天
上

へ
、
い
な
ん
と
云
う
、
詩
を
作

っ
た
、
事
あ
り
、
蓬
莱
島
の
列
班
の
人
な
る
に
、

よ
り
て
、
日
本
国
へ
来
渡
せ
る
と
云
う
か
、
唐
よ
り
蓬
莱
を
指
し
て
東
と
為
す
な

り
、
又
た
宋
演
が
日
本
国
に
楊
妃
の
祠
有
り
と
、
な
ど
云
う
を
以
て
見
れ
ば
日
本

に
、
来
る
と
云
う
も
、
虚
偽
の
様
に
て
、
又
た
あ
り
も
す
る
ら
ん
や
、
右
他
説
、

(六
)

白
居
易

白
楽
天
と
あ
る
が
可
な
り
。
字
は
楽
天
、
其
の
先
は
太
原

の
人
、

華
州
下
邦
に
徒
る
。
大
歴
七
年
壬
子
に
生
ま
れ
、
貞
元
十
四
年
、
時

に
年
十

七
に
て
、
進
士

の
第
に
登
る
。
詩
に
云
う
、
慈
恩
塔
上
名
を
題
す
る
処
、
十

九
人
中
最
も
少
年
な
り
と
。
晩
年
意
を
詩
酒
に
放
ち
、
東
都
履
道
里
に
居
り
、

沼
を
疏
し
樹
を
種
え
、
石
楼
を
構
え
、
香
山
に
八
節
灘
を
馨
ち
。
自
ら
酔
吟

先
生
と
号
し
、
香
山
居
士
と
称
し
、
詩
数
千
篇
を
吟
じ
、
元
積
と
酬
詠
多
く
、

元
白
と
号
す
。
翰
林
学
士
と
為
り
、
会
昌
の
初
め
に
卒
す
。
年
七
十
五
、
洛

陽
の
竜
門
山
に
葬
ら
る
。
詳
ら
か
に
は
後
に
見
ゆ
。

[頭
注
]白
氏
文
集
第

一
巻
、
元
積
序
す
。
其
の
序
、
居
易
が
伝
も
則
ち
あ
り
。

文
多
き
故
に
、
之
を
書
く
に
逞
あ
ら
ず
。

(二
)

漢
皇
重
色
思
傾
国
、
御
宇
多
年
求
不
得

本
注
に
、
明
皇
、
傾
国
美
貌
の
婦
を
得
ん
こ
と
を
思
い
、
敢
え
て
唐
君
を
斥

さ
ず
、
漢
を
借
り
て
喩
と
為
す
。

漢
皇
、
漢
の
武
帝
を
借
り
て
謂
う
な
り
。

王
建
綺
軸
宮

の
詩

に
、
武
帝
去
来
紅
袖
尽
き
、
野
花
黄
蝶
春
風
を
領
す
。
天

隠
の
注
に
、
武
帝
は
玄
宗
を
謂
う
な
り
。
豊
に
此
の
謂
い
な
ら
ず
哉
。

重
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色
、
文
選
十
九
巻
、
登
徒
子
好
色
賦
。

傾
国
、
漢
の
李
夫
人
の
伝
に
、
李

延
年
歌
い
て
日
う
、
北
方
に
佳
人
有
り
、
絶
世
に
し
て
独
り
立

つ
、

一
た
び

顧
み
れ
ば
人
の
城
を
傾
け
、
再
び
顧
み
れ
ば
人
の
国
を
傾
く
。
東
披
の
詩
、

八
巻
の
湯
泉
の
詩
に
、
城
を
傾
く
浴
無
き
と
錐
も
、
幸

い
に
亡
国
の
汚
を
免

る
。
注
に
、
城
を
傾
く
と
は
楊
妃
を
謂
い
、
亡
國
と
は
明
皇
を
言
う
な
り
。

太
全
の
本
注
に
、
御
は
臨
治
也
。
天
下
の
地
を
宇
と
日
う
。
猶
お
君
の
天

下
に
臨
む
を
言
う
が
如
き
な
り
。
韻
会
に
天
子
の
止
む
る
所
を
御
と
日
う
、

云
々
。
周
興
嗣
の
千
字
文
に
、
天
地
玄
黄
、
宇
宙
洪
荒
。
注
に
天
は
能
く
万

物
を
覆
い
、
形
は
屋
宇
の
如
し
。
又
た
上
下
四
方
を
宇
と
日
う
。
古
文
句
解

に
宇
内
を
臨
御
し
、
歴
年
已
に
多
く
美
色
を
求
む
る
も
得
べ
か
ら
ず
。

明

皇
名
は
隆
基
、
容
宗
の
第
三
子
、
母

は
昭
成
皇
后
と
日
い
、
窒
氏
な
り
。
在

位
四
十
三
年
、
寿
七
十
八
。

先
天

一
年
、
開
元
二
十
九
年
、
(元
年
癸
丑
、

十
二
年
甲
子
)。
天
宝
十
四
年

(元
年
丙
申
)
。

三
体
詩
の
目
録
、
之
を
詳

ら
か
に
す
。

[頭
注
]
毛
詩

一
、
関
誰
に
云
う
、
之
を
求
む
れ
ど
も
得
ず
、
云
々
、

(三
)

揚
家
有
女
初
長
成
、
養
在
深
閨
人
未
識

本
注
に
、
楊
玄
談
の
女
、
小
字
玉
環
。
楊
玄
談
、
字
は
温
卿
、
生
ま
る
る
こ

と
数
歳
、
未
だ
も
の
言
わ
ず
。
相
者
視
て
語
遅
き
は
、
神
定
ま
り
、
必
ず
重

器
な
り
と
日
う
。
中
宗
即
位
し
、
以

て
二
張
を
謀
し
て
功
有
り
、
弘
農
郡
公

に
封
ぜ
ら
る
。
排
韻
丁
未
。
楊
妃
外
傳
に
、
貴
妃
蜀
に
生
ま
る
、
嘗
て
誤
り

て
池
中
に
堕

つ
。
後
人
呼
び
て
落
妃

の
池
と
為
す
。
類
説

一
。
韻
會
に
上
声
、

長
は
大
な
り
、
養
な
り
。
句
解
に
、
養
育
さ
れ
て
閨
房
の
内
に
在
り
、
人
見

る
を
得
ず
。

[頭
注
]楊
妃
井
○
大
明

一
統
志

(四
)

※
[解
説
]

(
一
)
粛
宗
皇
帝

(二
)
長
恨

・
比
巴
之
抄

(三
)
長
恨
歌

・
琵
琶
引

(四
)
唐
玄
宗
…

(五
)
菅
丞
相

(六
)
白
樂
天

(能
)

[長
恨
歌
]
(
一
)
長
恨
歌

(二
)
白
居
易

(三
)
漢
皇
重
色
思
傾
国

御
宇
多
年
求
不
得

(
四
)
楊
家
在
女
初
長
成

養
在
深
閨
人
未
識

※

『
歌
行
露
雪
』
の
注
釈
文
に
は
、
誤
字
、
謬
説
等
ま
た
文
章
の
意
の
通
じ
な
い

箇
所
も
あ
る
が
、
今
回
は
修
正
を
せ
ず

『
歌
行
露
雪
』
原
本
の
ま
ま
と
し
た
。

※

「林
羅
山
に
於
け
る
白
居
易
」
1
序
論
-

東
海
学
園

言
語

・
文
学

・
文
化

第
二
号

平
成
十
四
年
十
二
月
発
行

西
村
富
美
子

○

小
林
先
生
の

「追
悼
号
」
に
こ
う
し
た
拙
文
を
寄
せ
る
の
は
、
あ
ま
り
そ
ぐ
わ

な
い
気
持
ち
も
す
る
が
、
少
し
理
由
が
あ

っ
て
や
は
り
こ
の

一
文
に
す
る
こ
と
に

し
た
。
最
初
の
論
文
を
執
筆
し
て
か
ら
早
く
も
十
数
年
の
月
日
が
流
れ
て
い
る
。

『
歌
行
露
雪
』
は
そ
の
二
、
三
年
ま
え
か
ら
調
査
を
し
て
い
た
も
の
で
、
資
料
の

確
認
の
た
め
何
度
か
公
文
書
館

(内
閣
文
庫
)
に
通

っ
て
い
た
。
少
し
ず

つ
段
階

的
に
論
文
に
ま
と
め
よ
う
と
考
え
て
、
東
海
学
園
大
学
に
異
動
し
た
年
に
前
稿
の

「
林
羅
山
に
於
け
る
白
居
易
」
を
執
筆
、
投
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
間

も
な
い
こ
ろ
廊
下
で
す
れ
違

っ
た
折
に
、
「あ
の
原
稿
続
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い

よ
」
と
先
生
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
て

「
は
い
は
い
」
な
ど
と
気
軽
に
返
事
を
し
て

し
ま

っ
た
。
手
持
ち
の
材
料
は
揃

っ
て
は
い
た
の
だ
が
、
ち
ょ

っ
と
事
情
が
あ

っ

て
次
号
か
ら
方
向
転
換
を
し
て
し
ま
い
も
と
に
戻
れ
な
い
ま
ま
今
日
に
至

っ
て
し

ま

っ
た
。
今
回
は
先
生
の

「
追
悼
号
」
と
の
こ
と
、
微
々
た
る
量
な
が
ら

「続
篇
」

を
何
と
か
書

い
て
、
哀
悼
の
意
と
と
も
に
約
束
不
履
行
の
印
に
す
る
こ
と
に
し
た
。

近
き
将
来
、
ど
こ
か
で
お
目
に
か
か
る
機
会
が
あ
れ
ば

「
ほ
ん
の
少
し
だ
け
で
す

が
」
の
ご
挨
拶
と

一
献
傾
け

つ
つ
文
学
談
議
に
花
を
咲
か
せ
た
い
と
願

っ
て
い
ま

す
。

～
永
遠
の
文
学
青
年
小
林
先
生
を
偲
ん
で
～
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